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フランスに居住するポルトガル系移民は，人口がヨーロッパ系移民最大の規模でありな

がら，存在が「認められない」といわれるほど，フランス社会への統合に成功した「モデ

ル・マイノリティ」といえる。ムスリム系移民と人口の多さでは引けを取らないが，ポル

トガル移民はなぜ問題が少ないのか。そこで，フランスのポルトガル系政治家をポルトガ

ル移民の中の「モデル」ととらえ，彼らへの聞き取り調査を通じて，家族の移住経緯，生

活、教育歴から、彼らの社会統合の成功要因として教育における「学校適応」について報

告する。 

 

1．在仏ポルトガル系移民の概要 

ポルトガル移民は、ポルトガルの長期独裁体制下における貧困と植民地戦争への徴兵か

ら逃れるため、1960年代～1970年代半ばという一時期に大量にフランスへ移住してきた。 

いずれ帰国したいという願望は強く、バカンスごとに帰郷する者が多いが、実際にはフ

ランスに定住化し、子どももフランスで育っている。そのため、ポルトガル国籍のみの者

が近年 50万人を割り減少傾向にあるのに対して、増加しているのが二重国籍者（約 32万

人）とフランス国籍のみのポルトガル出身者（約 39万人）である（2008年）。 

移民世代は単純労働従事者が多く、ポルトガル移民といえば「左官、管理人、家政婦」

というステレオタイプがフランスにはある（Cordeiro、 1997）。就業率は男女ともに外国

人の中でも高く、フランス人よりも高い（鈴木、2007）。 

 

2. 移民の子どもに関する学力や就職に関する先行研究 

ヨーロッパにおける移民の子どもの学力調査（OECD、 2011）によれば、移民やその

子どもは、移民ではない親の子どもよりも学力が低い傾向がみられた。また、教授言語と

異なる言語を家庭で話す移民の子どもや、社会的経済的背景において不利な移民の子ども

の場合、学力格差がより大きく表れた。 

「ヨーロッパにおける移民第二世代の社会統合に関する国際比較研究」(TIESプロジェ

クト）では、欧州 8 か国の都市におけるモロッコ系、トルコ系、旧ユーゴスラビア系の

第二世代を対象に、教育、労働市場、家族、アイデンティティ、宗教から社会統合につい

て比較分析をしている（Crul et al、 2013）。この研究では、とくにトルコ系が就職の際

にエスニシティによって差別を受ける「エスニック・ペナルティ」を負っていることが指

摘されていた（Lessard-Phillips、 et al、 2013)。 



 

3．移民世代と子ども世代との比較からみたポルトガル系移民の学校適応 

幼少期にフランス語を話していた割合は移民平均より低く、移住時に、フランス語の会

話や筆記ができた割合もだいぶ低かった（INSEE、 2012）。この点はスペイン・イタリ

アといった南欧出身者とは異なり、むしろトルコ出身者と類似していた。しかし、移住後

にフランス語の会話の改善が見られた点ではトルコ出身者と違いがみられた。なお、家庭

において母語の継承が見られるのもトルコ出身者と似ている。 

また、トルコ出身者と共通して、ポルトガル出身者は低学歴や無資格の者が多い。その

理由は、ポルトガル移民のほとんどが貧困のため母国で小学校すら十分通えず、出国後も

働いてきたためである。労働への価値が非常に高く、子どもに対してもフランスで義務教

育を終えることは望んでいるが、それ以上は望まず、早く労働市場に出ることを望んでい

る。そのため普通科よりも職業科に進む傾向がある（Birnbaum, 2012）。しかし、就学期

間中に職業資格を取得する者が多いため、就業率は男女ともに高い。 

 

4．ポルトガル系政治家への聞き取り調査から得られた知見 

親の学歴は低いが、ポルトガル系政治家は、資格を取得し、学歴も高い傾向がみられた。

彼らの学校適応の背景には、家族の理解、フランス社会への統合がみられた。とくに、ポ

ルトガル人の典型的な職業を通じて、フランス人の「成功」の流儀を見聞きする機会が多

かった点に注目する。とくに母親の役割は大きく、「学校でよく勉強し、資格を取る」とい

うフランス人のハビトゥスを実践したことによって、親よりも長く学校教育を受け、資格

を取り、フランス人と同じような職業に就いていた。同時に、親は就学が長期化すること

は望んでいない。この点は他の移民の親と異なり、ポルトガル移民の特徴であるといえる。 
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